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さらに橋りょう・高架橋の落橋防止工の設置を行うものである． J R 東日本では，
耐震補強対策エリアの中で新幹線および在来線等の輸送量の多い線区（ピーク時
１時間あたりの列車本数が 1 0 本以上）の耐震補強を優先して進めてきた．  
 J R 東日本は， 2 0 0 3 年 5 月 2 6 日に発生した三陸南地震を契機として，高架橋柱
の対策エリアを拡大するとともに高架下を店舗等で利用している箇所の高架橋柱
および橋脚の耐震補強を進めてきた．その一方で，2 0 0 4 年 1 0 月 2 3 日に新潟県中



















本研究では以下の 2 つの新たな耐震補強工法を開発することとした． 1 つは，
帯鋼板を既設 R C 柱の外周に配置し，隅角部のみを R C 柱に固定する耐震補強工









本論文は， 7 章により構成されている．  
第 1 章は，本論文の背景および研究目的に関してまとめたものである．  








り 5 0 m m 程度ですむため，高架下を店舗や事務所等に利用する場合でも，耐震補
強に伴う周辺設備の撤去・復旧を最小限に抑えることができる．  
第 3 章では， 2 つの耐震補強工法に関して行った模型試験体の正負交番載荷実
験について述べている．模型試験体は，実物大サイズの柱寸法 7 0 0 m m × 7 0 0 m m の
ものと， 4 0 0 m m × 4 0 0 m m の縮小サイズのものを用いた．実験のパラメータは，柱
外周に配置した鋼材の補強量と柱との固定方法である．  
 第 4 章は，正負交番載荷実験の結果を述べると共に，耐荷力，変形能力などの
観点から 2 つの耐震補強工法の性能に関して考察を加えている．これらの実験の
結果から以下の事項を明らかにした．  
( 1 )  補強鋼材を柱部材外周に配置し柱の隅角部で固定する補強（ R P 工法および薄
板多層巻き工法）により， R C 柱部材の破壊形態をせん断先行破壊から曲げ
降伏先行型へと変えることができ， R C 柱部材の変形能力を大きく改善する
ことができる．  
( 2 )  R P 工法の場合，隅角部に配置した等辺山形鋼が柱の変形能力向上に寄与する．
この場合，柱部材を安定した曲げ破壊性状とするには，固定材料にモルタル
材等の剛性の高い材料を用いることが有効である．  
( 3 )  R P工法では，柱上下端から 1 D（ D：柱断面の辺長）程度までの区間の耐力比
（ V u d /  V m u）を 1 . 5 程度以上とすれば，じん性率 1 0 程度の大きな変形能力が
得られる．ただし， V u dはコンクリートおよび補強鋼材により負担するせん
断耐力， V m uは部材が曲げ耐力に達するときのせん断力である．  
( 4 )  薄 板 多 層 巻 き 工 法 で は ， 柱 の 上 下 端 か ら 1 D程 度 ま で の 区 間 の 耐 力 比
（ V u d / V m u）を 1 . 4 程度以上とすれば， 1 / 2 P y c a l（ただし， P y c a lは軸方向鉄筋
降伏時の荷重）以上の荷重変位関係の包絡線の面積を考えたときのエネルギ









(1 )  薄鋼板と接着剤の接着長さに関して引張試験を実施し，薄鋼板相互の接着材
の接着長さは 5 0 m m 以上確保する必要があることとを示した．  
(2 )  薄鋼板を柱外周に配置する場合の作業性が最も良好な薄鋼板厚さを確認する
目的で接着性確認試験を実施した．その結果，薄鋼板は 0 . 8 m m以下であれば，
柱表面の不陸にもよくなじむことを確認した．  





K h yは 0 . 4 程度以上である．柱部に塑性ヒンジを形成する一般的なラーメン高架橋
などにおいて，柱の降伏震度 K h yが 0 . 4 程度以上の場合，じん性率 1 0 程度を確保
できれば想定する大規模地震に対して崩壊しない．したがって，じん性率 1 0 程度
を確保できるように耐震補強量を決定すれば，構造物が大規模地震に対して崩壊
しないという要求性能を満足できるものとした．  
柱外周に配置する補強鋼材の算定方法を柱端部から 1 D 区間とそれ以外で分け
て取り扱うこととし，具体的には以下の式によるものとした．  
柱端部から１ D区間   ：  V u d／ V d≧ 1 . 5        ( 1 . 1 )  
柱端部から１ D区間以外：  V u d／ V d≧ 1 . 0        ( 1 . 2 )  
ただし， V u d：部材の設計せん断耐力  V u d＝ V c d＋ V s d＋ V R D
     V c d：既設 R C柱のせん断補強鉄筋を用いない棒部材の設計せん断耐
力で鉄道構造物等設計標準  コンクリート構造物編により算定
し，部材係数 γ bは 1 . 3 とする．  
     V s d：既設 R C柱に配置されている帯鉄筋により受け持たれる棒部材  
の設計せん断耐力で，鉄道構造物等設計標準  コンクリート構造  
物編により算定し，部材係数 γ bは 1 . 1 とする．  
      V R D：新たに配置する補強鋼材による受け持たれる設計せん断耐力
で  
V s dと同様の方法で算出してよい．なお， γ sは 1 . 0 5， γ bは 1 . 1  
とする．  
      V d：部材の設計せん断力  
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